
ひらがなの読み書き指導の
アセスメントから指導へ

実践事例０７



（１）目的



早い段階（１年生）で、学習の土台
となる「ひらがなの読み書き」の力
を付ける。

方略の

獲得

モチベーション

（やる気、意欲）
成功体験

自己効力感

チャレンジすれば

きっとできる！



学習への
苦手意識軽減

学力不振の
未然防止

自己肯定感の
低下防止

不適応行動の
未然防止



（２）「読み書き」のアセスメント
（年間計画）



読み 書き

７月
上旬

❶直音音読検査（１年）
※資料１

下位検査 ※資料２

（対象児のみ）
❶聴写テスト
※資料３

９月
上旬

直音音読検査
（対象児のみ）

下位検査
（対象児のみ）

１１月
上旬

❷直音音読検査（１年） ❶拗音音読検査
（１年）
※資料４

❷聴写テスト

１月
中旬

❸直音音読検査（１年） ❷拗音音読検査
（１年）



直音音読検査

清音４６文字、濁音２０文字、半濁音５文字の全７１文字から構成されるシートを読

み上げる検査。１分間に何文字読み上げることができたかを測定する。

資料1



下位検査（清音読み確認）
資料２-①

引用文献：「喜楽研の支援教育シリーズ ゆっくりていねいに学びたい

子のためのひらがな ワーク」原田善造編著・喜楽研 Ｐ．２０



下位検査（濁音、半濁音読み確認）
資料２-②

引用文献：「喜楽研の支援教育シリーズ ゆっくりていねいに学びたい

子のためのひらがな ワーク」原田善造編著・喜楽研 Ｐ．２1



聴写テスト
資料3

参考文献：「通常の学級でやさしい学び支援２巻 読み書きが苦手な

子どもへの<つまずき>支援ワーク」村井敏宏著・明治図書



拗音音読検査
資料４



（３）「読み」のアセスメントから
指導へ



直音音読検査

・対 象：１年生

・実施方法：児童と教師が一対一で行う。

タイマーを１分間セットする。

児童がシートを見ながら音読し、

教師が誤読や未読を記入する。

※鳥取市教育センター「ひらがな音読支援」の取組（鳥取大学方式）を参考に、

【１分間に読むことができた文字数≦５４文字】の児童

には、下位検査（清音、濁音、半濁音の読み）を実施する。



夏季休業に向けて
【基準に満たなかった児童】
①イラスト付きひらがなカード（清音、濁音、半濁音）

②「ことばとかな文字で、たのしくあそぼう ２０２２夏」吉田英生先生作成

③「ひらがなの確実な習得のために」吉田英生先生作成



夏季休業に向けて

・１年生担任へ①～③を渡す。

・７月下旬の個人懇談で、①②を保護者に渡し、学習

サポートをお願いする。

・９月上旬 直音音読検査の実施（対象児のみ）

下位検査の実施（対象児のみ）

【１分間に読むことができた文字数≦５４文字】

取り出し指導(3rdステージ）



１ｓｔステージ

通常学級内での指導

２ndステージ

通常学級内での

補足的な指導

3rdステージ

集中的・個別的

指導

・夏休みの宿題
（家庭の協力）

（参考） ・多層指導モデルＭＩＭ

・学級内での
フラッシュカード



（４）指導までの環境整備



指導体制の整備
①人的確保

校内教育支援委員会（夏季休業
中）で、人的確保（支援学級担任１
名）を行う。

②時間調整

通級職員２名と支援学級担任１名
で、指導可能な時間を調整する。

③場所の確保

空き教室の確認（学習室）をする。

④ネット環境・
周辺機器の確認

・Ｗｉ－Ｆｉ環境
・プロジェクターの有無
・スクリーンの有無 など



・９月中旬：ＩＣＴを活用した取り出し指導の実施

（対象児２名）

【指導形態】

Ｔ1（通級職員）

通級棟

Google Meet

Ｔ３（本校職員）

対象児Ａ

対象児Ｂ

Ｔ２（通級職員）

本校 学習室

指導形態



（1）指導者１名がＣｌａｓｓroomを作成する。

（２）指導者２名（Ｔ２、Ｔ３）がClassroomに入る。

（３）指導時は、指導者2名（Ｔ１、Ｔ２あるいはＴ３）がＣｌａｓｓroomに入り、

Ｍｅｅｔ【参加】ボタンを押す。

（４）本校：教師用タブレットでＭｅｅｔに入る。

プロジェクターにつないで、黒板に画面を表示する。

通級：教師用タブレットでＭｅｅｔに入る。

画面共有の準備（ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔスライドショー）をする。

教師用タブレットWindows

Google Meet

教師用タブレットWindows

Bluetooth
でも可能

接続方法

通級棟
本校 学習室



（１） PowerPointを開く。

①【スライドショー】を押す。

②【スライドショーの設定】

を押す。

③【出席者として閲覧する】

にチェック（◉）を入れる。

④【ＯＫ】を押す。

⑤スライドショーにする。

①

②
③

④

⑤

画面共有時の設定



（２） Ｍｅｅｔの接続

①ＣｌａｓｓroomからＭｅｅｔに参加する。

②画面共有ボタンを押す。

③「ウィンドウ」

「ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔスライドショー」

を選択し、「共有」ボタンを押す。

画面共有時の設定

①

②
③-1 ③-２

③-３



（５）「読み」の指導へ



【曜日・時間】毎週水曜日８：２０～８：３０（朝の学習）

【指導場所】学習室（１年生教室隣）

【指導内容】

・イラスト付きひらがなカードによる読み練習

・フラッシュカード（イラスト付き）による読み練習

・フラッシュカード（文字のみ）での読み確認

・形が似ている文字の弁別（「ぬ」と「ね」等）

１～３回目の指導について



◆めあての確認 ※資料５

◆振り返り ※資料５

・「よくできた」「できた」「もうすこしがんばる」に

丸（○）をする。

・読むことができた文字数（ の数）を数える。

・文字数に応じて、Ｔ２・Ｔ３は、シールを貼る。

「目標」と「振り返り」

モチベーション
達成感

目的意識
（ゴール）



がんばりひょう
資料５



手持ち教材の準備



◆指導後、Ｔ２・Ｔ３による補充学習を行う。
（定着度の確認、次回指導の課題確認）

◆Ｔ２・Ｔ３が音声評価を行う。
（Ｔ１とＴ２・Ｔ３の評価のすり合わせ）
・ことばによる評価

・○×ブザーによる評価

「補充学習」と「評価」



４回目の指導について
（一対一）

【ねらい】
・３回の遠隔指導による読みの定着度と書
きのアセスメントを行い、今後の指導に生
かす。
【指導内容】

（１）読み（清音、濁音・半濁音）の確認

（資料２－①、２－②）
（２）書き（清音４６文字）の確認



結果を受けて

・対象児童の読み書きの

アセスメント後、担任に

資料を渡す。

１ｓｔステージ

通常学級内での指導

２ndステージ

通常学級内での

補足的な指導

3rdステージ

集中的・個別

的指導

・宿題+α
（家庭の協力）

（参考） ・多層指導モデルＭＩＭ



（６）「書き」の指導へ



５回目の指導について

【曜日・時間】水曜日８：２０～８：３０（朝の学習）

【指導場所】学習室（１年生教室隣り）

【指導内容】

・ひらがな書き練習（プリント）

・ひらがな書き確認（プリント）

＊T２は、カメラで児童の手元を写す。

＊T3は、児童の書いたプリントを撮影し、

Classroomに投稿する。



手持ち教材とプリントの準備

手持ち教材

書きプリント



Classroomに投稿（評価）



◆T２が児童の手元を写し、T1が評価を
行う。

◆ T3は音声で伝えたりや丸を付けたり
することで評価を行う。

◆Ｔ３が児童の書いたプリントを撮影し、
Classroomに投稿する。
→Ｔ１が評価を行う。

「評価」



①人的確保

校内教育支援委員会（夏季休業
中）で、人的確保（支援学級担任１
名）を行う。

②時間調整

通級職員２名と支援学級担任１名
で、指導可能な時間を調整する。

③場所の確保

空き教室の確認（学習室）をする。

④ネット環境・
周辺機器の確認

・Ｗｉ－Ｆｉ環境
・プロジェクターの有無
・スクリーンの有無 など

（７） まとめ-環境面-



（７） まとめ-指導場面-

指導内容

児童への
動機づけ

指導の流れ

評価の
すり合わせ
（読み）

通級職員が配慮すること

提示する
教材の工夫

役割分担

遠隔指導と
対面での指導

在籍校の先生と確認すること

プ
リ
ン
ト
の

記
入
状
況
の

共
有

使
用
教
材
の

共
有


